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SPL とアーキテクチャ 
近年，組み込みシステム，社会インフラシス

テム等の応用分野への展開を背景として，ソフ

トウェアの大規模化が加速している．同時に，

セーフティクリティカル分野では高い信頼性が

要求されるため，実績あるソフトウェア資産を

用いて新規製品を開発する，再利用による大規

模ソフトウェア開発の重要性が高まっている．

近年，製品系列内でのソフトウェア再利用技術

は「ソフトウェア・プロダクトライン(SPL)」と

して体系化され，産業界で活用されている[1]． 
SPL における再利用資産は大きく 4 つにわけ

ることが出来る．すなわち，要求，参照アーキ

テクチャ，ソフト部品（実装），そして試験で

ある．この中で参照アーキテクチャは，製品系

列に属する全てのアプリケーションの「構造」

と「作法」を定義している[2]．構造は，製品系

列のすべてのアプリケーションにとっての適切

な静的及び動的な分割の仕方を決定する．作法

は，ソフトウェア部品の設計と実現方法を規定

するとともに，どのようにアプリケーションに

組み込むべきかを定めている． 
 

SS2010 で議論したいこと 
 それでは，SPL の観点から見た「良い」参照

アーキテクチャとは，どのようなものなのだろ

うか．参照アーキテクチャに要求される代表的

な品質特性には可変性，柔軟性，進化可能性，

保守性があり[2]，これらの品質が達成されてい

ることを設計段階で確認しなくてはならないと

考えている． 
 まずはじめに， SPL で重視される品質特性で

ある可変性，柔軟性，進化可能性，保守性と，

より一般的なソフトウェア品質との対応につい

て議論したい．例えばソフトウェア品質特性に

関する国際規格である ISO9126 では，以下の 6
つの品質特性を定めている． 
・機能性(functionality) 
・信頼性(reliability) 

・使用性(usability) 
・効率性(efficiency) 
・保守性(maintainability) 
・移植性(portability) 
これらの特性を組み合わせて SPL で要求されて

いる品質特性を表現することが出来るのか，そ

れとも SPL 固有の品質特性が必要なのかを議論

したい． 
 第二に， 参照アーキテクチャの評価方法を議

論したい．参照アーキテクチャ自体は実行可能

なソフトウェアではないため，動的な品質評価

が困難であるという課題がある．参照アーキテ

クチャは，アプリケーション開発による再利用

において可変性が固定された後に，はじめて実

行可能なアーキテクチャとして生成されるため

である．一方で，近年ではソフトウェアリポジ

トリマイニング技術[3]を応用した SPL のアーキ

テクチャ構造分析事例も報告されている[4]．マ

イニング技術応用による SPL 分析についても議

論し，今後の方向性を探っていきたい． 
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